
災害復旧等の迅速化・効率化に関する

ＩＣＴの活用

【問い合わせ先】
国土交通省 水管理・国土保全局 防災課 ＴＥＬ ０３－５２５３－８４５８

河川の護岸調査 土砂崩壊により道路が寸断

水中の調査 斜面崩壊の調査

【災害緊急調査等における課題】
アナログ方式、人海戦術による調査

道路寸断により移動手段が限定され、

被害の全容把握に時間を要する

２次災害の危険性

写真・スケッチが主体であり、精度が悪い

復旧事業には、再度、詳細調査が必要

現地計測時間（外業）の短縮による

（時間・人員のコストダウン）

被災直後の詳細測量により実施設

計、施工までの必要な情報を取得

短時間の広範囲測量により、机上に

て復旧計画検討が可能

ＩＣＴ（Information and Communication Technology：情報通信技術）

【ＩＣＴ活用による効果】

災害復旧事業等の省力化の必要性

ＩＣＴ等の技術の活用により、「災害査定時の測量」と「実施設計時の測量」
の効率化を図り、適切な災害復旧事業を推進する必要がある。

ＩＣＴを活用した測量技術

広域測量 詳細測量
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測

・衛星リモートセンシング
・航空レーザー測量

・３Ｄレーザースキャナー測量
・ＭＭＳ測量（レーザー）
・ＵＡＶ測量（レーザー）

水
中
計
測

マルチビーム測量（音波） 水中３Ｄソナー測量（音波）
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合成開口レーダ－解析 航空レーザー測量解析

レーザー測量による３次元モデル

組み合わせ

【ＩＣＴ活用による測量イメージ】

UAV（Unmanned Aerial Vehicle：小型無人飛行機 ）
MMS（Mobile Mapping System：車両搭載型計測機)

水中３Ｄソナー測量

３Ｄﾚｰｻﾞｰ
ｽｷｬﾅｰ測量

航空レーザー測量

ＭＭＳ測量

ＵＡＶ測量

マルチビーム測量

水中3Dｿﾅｰ・3Dﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰ
による測量成果

水中3Dｿﾅｰ・ＵＡＶ
による測量成果

様々な技術の組み合わせ

被害現地調査

実施測量

実施設計

施 工

災害査定

完 成

復旧工法立案・決定

査定設計数量算定

復旧工法設計図作成

施工計画立案・決定

査定設計書作成

現状 今後
ＩＣＴの活用による

被害現地調査

× ××

現地作業多 現地作業少

測量精度 通常 高精度の３次元地形情報

現地作業多

測量精度 通常

詳細測量の精度確保

施工時の現地情報の精度確保

実施不要

高精度の３次元地形情報
を効率良く取得し、
詳細な復旧工法の検討

省力化

高精度の３次元地形情報により、被害情報把握、
災害査定、実施設計、施工まで活用が可能

適正化

＜実証による省力化の例＞

外業 内業 計 外業 内業 計
作業計画 0 2 2 作業計画 0 2 2
水中計測 2 1 3 地形測量 13 2 15
地上計測 2 1 3 縦断測量 2 1 3
データ編集、合成 0 2 2 横断測量 3 1 4
図化編集 0 4 4 中心線測量 2 1 3
成果とりまとめ 0 2 2 成果とりまとめ 0 2 2

合計 4 12 16 合計 20 9 29

水中3Dｿﾅｰ及び3Dﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰ ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ

外業は１／５の作業量
全体作業は１／２の作業量

（A=20,000m2、L=180m）

水深浅くても
可能



※従来測量結果（実施設計用）平面図

災害復旧等の迅速化・効率化に効果のあるＩＣＴ等の技術 ～ 災害復旧工事を施工するための測量精度（±10cm）を確保 ～

山口県阿武川における測量実証

【被災状況】
「３Ｄレーザースキャナー」と「水中３Ｄソナー」 による測量

水中計測結果
（水中３Ｄｿﾅｰ）

地上計測結果
（３Ｄﾚｻﾞｰｽｷｬﾅｰ）

【測量による点群データの取得】

【成果】

【課題】

【 精度・作業量の比較 】
＜水中３Ｄソナー

による測量風景＞
＜３Ｄﾚｻﾞｰｽｷｬﾅｰ

による測量風景＞

「小型無人飛行機（Unmanned Aerial Vehicle）」 による測量

濁水や視界ゼロ
でも、音波（ソナー）
により測量可能

＜水中３Ｄソナー＞

【成果】

【測量イメージ】

＜ＵＡＶによる測量風景＞

【 横断図比較 】

【精度向上】

福島県高線量地域における測量実証

【対象地域の放射線量の状況】

①河川護岸の被災箇所；居住制限区域 （3μSv/h）

・被災箇所の放射能が高く、測量が未実施

②いわき浪江線（35号線）；帰還困難区域（10μSv/h以上）

・国道６号に次ぐ南北道路の重要路線の被災規模不明

③小野富岡線（36号線）；帰還困難区域（10μSv/h以上）

・机上査定用のクラック等の現地確認動画が必要

●福島第一
原子力発電所

飛行禁止区域

③小野富岡線（36号線）
；MMSによる道路被災調査

①河川護岸 ；３Ｄﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰによる測量

②いわき浪江線；航空ﾚｰｻﾞｰ及びMMSによる測量

• レーザーを反射しないものからはデータを取得不可（雨天時も計測不可）

• 点群データの３次元化処理の向上必要（処理ソフトの開発必要）

より短時間で広範囲な計測が可能

災害現場等の危険な現場でも安全に計測可能

断面図・鳥瞰図・等深線図等の精度向上

【３次元地形モデルによる被災状況の詳細把握】
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現地計測時間（外業）の短縮による（時間・人員のコストダウン）

・首都直下地震や南海トラフ巨大地震等の大規模災害時において、

短時間の広範囲な計測、データ共有による対応の迅速化・効率化

・異常気象の長期継続時等、短時間測量による応急工事が可能

３Ｄソナーは河床洗掘、水中構造物等の通常測量で見えないものを計測

・被災直後の測量により、出水による堆積等の変化を把握

被災直後の詳細測量により実施設計、施工までの必要な情報を取得

・施工時におけるデータ計測の活用による効率化

・正確な土工量や土砂量の算出による積算精度向上

3次元モデルによる断面図・鳥瞰図等を活用した事業説明の効率化 黒：実測（既存成果）
赤：3Dｿﾅｰ及び3Dｽｷｬﾅｰ
緑：UAV

UAVによる高精度の
３次元地形情報の取得

２ｍ通常断面

約３cm沈下 赤：クラック等の状況 （既存調査結果）
緑：ＭＭＳの成果 （既存調査結果含む）

被災前
（推定線）

【航空レーザー測量】【ＭＭＳ測量】

道路

路肩崩壊箇所

【ＭＭＳ と
航空レーザー

の組み合わせ】

• 降雨及び降雪時は計測できないため、工程が天候に左右

• 民間測量会社の社内規定により、実施可能会社が限定

• 立入測量の際の手続き等の簡素化が必要

【成果】 現地測量時間の短縮により、総被ばく量の大幅削減が可能

短時間の広範囲測量により、机上にて復旧計画検討が可能

被災直後の詳細測量により実施設計、施工に必要な情報を取得

ＭＭＳと航測レーザーによる効率的かつ経済的な情報を取得

○現地作業時間は１／１０程度で実施可能

【課題】

崩壊状況の
確認可能
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ＩＣＴによる
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３次元処理による内業増加

ＵＡＶによる
精度向上

◆堤防から離れた位置から測量可能

◆高精度に被災状況を把握可能

○現地作業時間は１／４程度で可能

５ｍ

◆クラック分布はほぼ完全に確認可能
・車道からの計測のため、傷害物等により

計測不可能な場合あり
・クラック深については、別途、掘削調査が必要

【ＭＭＳ と 航空レーザーの組み合わせ】
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①MMSによる通過のみの測量、
被災箇所の特定

②航空レーザーによる測量
（特定箇所の３次元情報取得）

●効率化・経済性の確保

（A=20,000m2、L=180m）

（A=20,000m2、L=180m）

（L=2km）

（L=4.5km）
（A=7,000m2、L=80m）


